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第
四
七
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
は
九

月
二
日
（
木
）、
由
利
本
荘
市
岩
城
の
秋
田

県
消
防
学
校
放
水
訓
練
場
で
行
わ
れ
、
県

内
九
支
部
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
九
分
団
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
七
分
団
が
出
場
し
、
訓
練
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
、
消
防
操
法
を
競
っ
た
。 

（
大
会
の
模
様
は
秋
田
県
消
防
協
会
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。） 

　
審
査
の
結
果
、
来
る
一
一
月
一
二
日
、

愛
知
県
蒲
郡
市
で
開
催
さ
れ
る
第
二
二
回

全
国
消
防
操
法
大
会
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

に
は
、
大
潟
村
消
防
団
第
三
分
団
が
出
場

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
分
団
に
は
二
回

目
の
全
国
制
覇
を
目
指
し
、
大
い
に
頑
張

っ
て
も
ら
い
た
い
。
健
闘
を
祈
り
ま
す
。 

　
開

会

式 

　
開
会
式
は
、
由
利
本
荘
市
消
防
団
池
田

義
夫
副
団
長
の
指
揮
で
進
め
ら
れ
た
。
前

年
度
の
優
勝
団
・
支
部
か
ら
優
勝
旗
が
返

還
さ
れ
た
後
、
秋
田
県
堀
井
啓
一
副
知
事

は
「
本
大
会

は
、
消
防
団

員
の
技
術
向

上
と
士
気
高

揚
を
図
り
、

消
防
活
動
の

充
実
強
化
に

資
す
る
こ
と

を
目
的
に
開

催
し
て
い
る
。
支
部
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

七
一
名
の
皆
様
に
は
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
て
頂
き
た
い
。
地
域

に
密
着
し
、
現
場
に
い
ち
早
く
駆
け
つ
け

る
消
防
団
は
、
住
民
に
大
き
な
安
心
感
を

与
え
て
お
り
、
消
防
団
に
対
す
る
期
待
は

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
と

も
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
す
る
」
と
、

ま
た
、
秋
田

県
消
防
協
会

中
泉
松
之
助

会
長
は
「
本

日
の
大
会
に

向
け
、
仲
間

と
と
も
に
体

力
、
気
力
の

限
界
ま
で
訓
練
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
皆
さ

ん
の
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
。
ま
た
、
陰

に
な
り
日
向
に
な
り
支
え
て
こ
ら
れ
た
ご

家
族
の
皆
様
に
も
感
謝
申
し
上
げ
る
。
本

県
の
消
防
操
法
は
全
国
的
に
も
高
い
レ
ベ

ル
に
あ
る
の
で
、
こ
の
大
会
が
ど
の
よ
う

に
展
開
さ
れ
る
の
か
大
き
な
関
心
を
持
っ

て
見
守
り
た
い
」と
出
場
団
員
を
激
励
し
た
。 

　
引
き
続
き
、

秋
田
県
市
町

村
総
合
事
務

組
合
佐
々
木

哲
男
管
理
者

が
「
消
防
団

の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
地

域
防
災
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
現
場
に

お
い
て
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
献
身
的
に
活

動
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
る
。
出
場
団
の
皆
様
が
地
域

の
代
表
と
し
て
、
日
頃
の
鍛
練
の
成
果
を

遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
ま
す
こ
と
と
、
こ
の

大
会
が
成
功
裏
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
こ
と

を
祈
念
す
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。 

　
最
後
に
、

前
年
度
総
合

優
勝
の
男
鹿

潟
上
南
秋
支

部
を
代
表
し

て
大
潟
村
消

防
団
第
三
分

団
の
菅
野
正

史
班
長
が「
私

 

 

＝
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潟
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第
四
七
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
　

平
成
二
十
二
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

「
消
し
た
か
な
」 

　
あ
な
た
を
守
る 

　
　
　
　
　
　
合
言
葉 
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た
ち
は
、
各
支
部
代
表
と
し
て
出
場
で
き
ま

し
た
こ
と
を
、こ
の
上
も
な
い
名
誉
で
あ
り
、

ま
た
、誇
り
と
す
る
も
の
で
あ
る
。こ
の
名
誉
を

傷
つ
け
る
こ
と
な
く
、規
律
に
則
り
正
々
堂
々

と
競
技
し
、
消
防
精
神
の
真
価
を
発
揮
す

る
こ
と
を
誓
う
」
と
力
強
く
宣
誓
し
、
競

技
が
始
ま
っ
た
。 

　
競
　
　
技 

　
各
出
場
団

は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
支
部
代

表
と
し
て
熱

戦
を
繰
り
広

げ
た
が
、
ポ

ン
プ
不
調
に

よ
り
失
格
し

た
出
場
団
が

あ
っ
た
の
は

残
念
で
あ
っ

た
。
失
格
し

た
出
場
団
に

は
来
年
度
の
挑
戦
に
期
待
し
た
い
。        

　
こ
こ
で
、
今
大
会
で
審
査
班
長
を
務
め

ら
れ
た
秋
田
県
消
防
学
校
鈴
木
良
則
教
務

班
長
に
、
よ
り
完
全
な
操
法
の
習
得
に
向

け
て
の
改
善
又
は
注
意
す
べ
き
事
項
に
つ

い
て
、
今
大
会
の
審
査
を
通
じ
て
感
じ
た

事
柄
を
伺
っ
た
の
で
、
そ
の
主
な
も
の
を

紹
介
す
る
。 

①
　
総
合
的
に
は
、
ホ
ー
ス
ラ
イ
ン
が
う

ま
く
い
っ
た
出
場
団
が
少
な
か
っ
た
の

で
、
展
張
要
領
、
延
長
要
領
を
再
度
確

認
し
て
下

さ
い
。ま
た
、

士
気
は
出

場
団
に
よ

り
様
々
で

あ
っ
た
が
、

全
体
的
に

元
気
が
な

い
と
い
う

印
象
だ
っ

た
。 

②
　
指
揮
、

監
視
の
位

置
不
適
が
見
ら
れ
た
。ま
た
、
指
揮
位
置

で
の
基
本
の
姿
勢
、足
の
そ
ろ
え
方
が
良
く

な
か
っ
た
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。 

③
　
ホ
ー
ス
展
張
、
結
合
に
不
適
が
多
か

っ
た
の
で
展
張
要
領
、
ホ
ー
ス
結
合
要

領
を
再
確
認
の
上
、
基
本
に
基
づ
い
た

訓
練
に
励
ん
で
下
さ
い
。 

④
　
吸
管
伸
長
時
、
吸
管
の
置
く
位
置
、

団
員
の
立
ち
位
置
に
不
適
が
見
ら
れ
た

の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。 

第47回秋田県消防操法大会成績表 

【小型ポンプ操法の部】 

 

 優　勝 三種町消防団山本支団第４分団 41秒  84.5点 

 第２位 五城目町消防団第10分団 43 79.0 

 第３位 大館市消防団比内第３分団 43 76.5 

 優秀賞 横手市山内消防団第１分団 43 76.0 

  鹿角市消防団第５分団 43 73.0 

  秋田市消防団雄和第１分団 46 72.5 

  仙北市消防団第４分団 45 70.5 

  東成瀬村消防団第２分団 43 68.5 

  由利本荘市消防団鳥海支団第３分団　   （失格）   -  

【ポンプ車操法の部】 

 

 

 優　勝 大潟村消防団第３分団 51秒  61秒 170.5点 

 第２位 小坂町消防団第４分団 50 63 158.0  

 第３位 大館市消防団比内第１分団 51 64 154.5  

 優秀賞 三種町消防団琴丘支団第１分団 51 63 149.5  

  秋田市消防団城東分団 53 63 149.5  

  横手市十文字消防団第３分団 50 67 149.5  

  にかほ市消防団第６分団 53 63 142.0  

（注）総得点が同じ場合は、第１線・第２線の合算タイムの速いものを優位とする。 

 
【総合の部】 

 優　勝 男鹿潟上南秋支部（総得点　249.5点）  

タイム 総得点 

タイム 

第１線 第２線 
総得点 

三種町消防団山本支団  第４分団 

大潟村消防団  第３分団 
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慰
霊
祭
は
、
五
，
四
一
五
柱
の
御
霊
を

奉
納
し
、
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
高
木
繁

光
日
本
消
防
協
会
長
が
「
毎
年
消
防
殉
職

者
が
発
生
し
、
そ
の
御
霊
五
，
四
一
五
柱

に
思
い
を
い
た
す
と
き
、
耐
え
難
い
深
い

悲
し
み
を
覚
え
ま
す
。
ま
た
、
ご
遺
族
の

皆
様
の
胸
中
は
い
か
ば
か
り
か
と
お
察
し

申
し
上
げ
ま
す
。
当
協
会
で
は
、
消
防
活

動
の
安
全
管
理
の
徹
底
や
消
防
装
備
等
の

充
実
強
化
な
ど
、
公
務
災
害
の
発
生
を
少

な
く
す
る
た
め
の
活
動
を
今
後
と
も
実
施

し
て
参
り
ま
す
。
我
々
消
防
人
一
同
は
、

本
日
の
慰
霊
祭
を
機
に
、
安
心
・
安
全
で

住
み
よ
い
社
会
実
現
の
た
め
邁
進
す
る
こ

と
が
尊
霊
の
ご
遺
徳
に
報
い
る
道
だ
と
考

え
、
一
層
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
を

謹
ん
で
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

ご
遺
族
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
」
と
式
辞
を

述
べ
た
。                     

　
追
悼
の
こ
と
ば
を
原
口
一
博
総
務
大
臣

に
続
き
、
遺
族
を
代
表
し
て
昨
年
九
月
防

災
ヘ
リ
に
て
救
助
活
動
中
、
防
災
ヘ
リ
の

墜
落
に
よ
り
殉
職
さ
れ
た
消
防
職
員
（
消

防
司
令
）
の
父
で
岐
阜
県
の
後
藤
学
さ
ん

が
「
私
の
長
男
は
、
妻
と
幼
い
子
ど
も
二

人
を
残
し
三
四
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
消

防
に
家
庭
に
そ
し
て
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
と
、
何
も
か
も
が
こ
れ
か
ら
だ
と
い
う

時
で
さ
ぞ
か
し
無
念
で
あ
っ
た
と
思
う
。

一
方
、
あ
な
た
方
が
ふ
る
さ
と
の
安
全
を

守
る
と
い
う
崇
高
な
消
防
の
使
命
に
殉
じ

た
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
誇

り
で
あ
る
。
天
国
か
ら
温
か
く
見
守
っ
て

い
て
下
さ
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。 

　
献
花
は
、
高
木
日
本
消
防
協
会
長
、
西

岡
武
夫
参
議
院
議
長
な
ど
の
ご
来
賓
、
新

合
祀
者
の
ご
遺
族
、
日
本
消
防
協
会
の
役

員
に
続
き
各
都
道
府
県
の
ご
遺
族
の
代
表

が
行
っ
た
。
本
県
か
ら
は
中
泉
松
之
助
秋

田
県
消
防
協
会
長
と
遺
族
代
表
と
し
て
鹿

角
市
の
花
ノ
木
八
重
子
さ
ん
、
同
じ
く
工

藤
延
子
さ
ん
が
行
っ
た
。 

　
さ
ら
に
、
昭
和
五
一
年
の
第
一
回
慰
霊

祭
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
木
遣
り
「
鎮
魂
の

歌
」
が
、
江
戸
消
防
記
念
会
の
有
志
に
よ

っ
て
捧
げ
ら
れ
、
第
二
九
回
全
国
消
防
殉

職
者
慰
霊
祭
は
終
了
し
た
。             

■
本
県
か
ら
出
席
し
た
ご
遺
族 

　

殉
職
者
氏
名
　
　
　
遺

族

氏

名       

　
花
ノ
木
　
正
満
　
　
花
ノ
木
八
重
子 

　
三
ケ
田
喜
一
郎
　
　
三
ケ
田
　
　
君 

　
工
藤
　
　
清
治
　
　
工
藤
　
　
延
子 

　
栗
山
　
　
富
雄
　
　
栗
山
　
　
惠
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雄
樹   

第29回 
　
第
二
九
回
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭
は
九
月
一
六
日
（
木
）
、
東
京
都
港
区
虎
ノ

門
「
日
本
消
防
会
館
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
」
で
、
全
国
か
ら
ご
遺
族
の
方
二
二
五
名

の
ほ
か
ご
来
賓
、
消
防
関
係
者
な
ど
併
せ
て
六
〇
〇
名
が
参
列
し
、
厳
粛
か
つ
盛
大

に
行
わ
れ
た
。       

　
全
国
の
殉
職
者
数
は
、
新
た
に
合
祀
さ
れ
た
一
〇
名
を
加
え
五
，
四
一
五
名
に
達

し
た
が
、
う
ち
秋
田
県
で
は
四
四
名
の
方
が
殉
職
さ
れ
て
い
る
。 

全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭 

（３）（昭和26年８月１日第３種郵便物認可） 消　防　秋　田 平成22年10月15日（毎月１回15日発行） №680



　
秋
田
県
消
防
学
校
初
任
教
育
第
六
四
期
の
修
了
式
が
九
月
一
七
日
（
金
）、
同
校

の
屋
内
訓
練
場
で
修
了
生
の
ご
家
族
や
ご
来
賓
約
二
八
〇
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、

四
月
に
入
校
し
た
八
五
名
は
全
員
揃
っ
て
修
了
式
に
臨
ん
だ
。 

　
六
ヶ
月
間
の
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
て
一
段
と
逞
し
さ
を
増
し
た
修
了
生
は
、

消
防
人
と
し
て
の
使
命
を
新
た
に
、
明
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
消
防
本
部
に
着
任

す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
九
月
一
四
日
（
火
）
に
は
学
校
長
査
閲
が
行
わ
れ
た
の

で
併
せ
て
紹
介
す
る
。                     

 

秋 田 県 
消防学校 

初
任
教
育
第
六
四
期
修
了
式

初
任
教
育
第
六
四
期
修
了
式 

初
任
教
育
第
六
四
期
修
了
式

初
任
教
育
第
六
四
期
修
了
式 

初
任
教
育
第
六
四
期
修
了
式 

初
任
教
育
第
六
四
期
修
了
式 

八
五
名
全
員
修
了
　
第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待 

         

     

     

　
修
　
了
　
式 

　
修
了
式
で
は
、
先
ず
斉
藤
英
晴
学
校
長

が
修
了
生
一
人
ひ
と
り
に
修
了
証
書
を
授

与
し
た
後
、
成
績
優
秀
者
と
し
て
次
の
学

生
を
表
彰
し
た
。 

優
秀
賞
（
二
名
） 

　
由
利
本
荘
市
消
防
本
部

　
　
　
　
眞
坂
　
　
宰 

　
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
佐
藤
　
巧
也 

努
力
賞
（
八
名
） 

　
秋
田
市
消
防
本
部
　
　

　
　
　
　
工
藤
　
健
正 

　
大
館
市
消
防
本
部
　
　

　
　
　
　
沢
田
　
　
亘 

　
横
手
市
消
防
本
部
　
　

　
　
　
　
伊
藤
　
勝
也 

　
横
手
市
消
防
本
部
　
　

　
　
　
　

橋
　
伴
幸 

　
横
手
市
消
防
本
部
　
　

　
　
　
　
佐
々
木
隼
也 

　
湖
東
地
区
行
政
一
部
事
務
組
合
消
防
本
部

　
秋
山
　
　
剛 

　
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
谷
口
　
慎
哉 

　
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
平
岡
　
健
太 

功
労
賞
（
五
名
） 

　
湖
東
地
区
行
政
一
部
事
務
組
合
消
防
本
部
　

総
代

　
秋
山
　
　
剛 

　
大
館
市
消
防
本
部
　
　
　
　
副
総
代

　
石
田
　
伸
一

　
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
　
副
総
代

　
谷
口
　
慎
哉

　
秋
田
市
消
防
本
部
　
　
　
　
会
計

　
藤
澤
　
昌
幸

　
由
利
本
荘
市
消
防
本
部
　
　
会
計

　
鈴
木
　
　
陽

　
引
き
続
き
斉
藤
学
校
長
は
「
皆
さ
ん
が

本
格
的
な
消
防
人
生
を
歩
み
出
す
に
当
た

り
申
し
上
げ
た
い
こ
と
が
あ
る
。
入
校
式

で
は
『
常
に
向
上
心
を
忘
れ
ず
、
自
ら
を

鍛
え
、
磨
い
て
ほ
し
い
』
と
申
し
上
げ
た

が
、
そ
れ
に
『
信
念
を
貫
き
、
職
責
を
果

た
し
て
ほ
し
い
』
と
い
う
言
葉
を
付
け
加

え
た
い
。
い
よ
い
よ
皆
さ
ん
は
第
一
線
の

消
防
業
務
に
就
く
こ
と
に
な
る
が
、
消
防

を
生
涯
の
仕
事
と
し
て
、
自
ら
選
択
し
た

消
防
人
生
に
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
歩
ん

で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。 

　
最
後
に
、
湖
東
地
区
行
政
一
部
事
務
組

合
消
防
本
部
秋
山

剛
消
防
士
が「
私
た

ち
は
、
地
域
住
民
の

生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
火
災
か
ら

保
護
し
、地
震
等
の

災
害
に
よ
る
被
害

を
軽
減
す
る
ほ
か
、困
っ
て
い
る
人
を
助
け

た
い
と
い
う
初
心
と
使
命
感
を
忘
れ
ず
、

消
防
業
務
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
」
と
力

強
く
答
辞
を
述
べ
た
。 

　
学
校
長
査
閲 

　
学
校
長
査
閲
で
は
、
多
く
の
ご
家
族
や

消
防
関
係
者
が
見
守
る
中
、
学
生
は
訓
練

礼
式
、
救
急
・
救
助
訓
練
、
応
用
訓
練
、

火
災
総
合
訓
練
な
ど
八
種
目
の
訓
練
を
溌

剌
と
し
た
行
動
で
元
気
に
披
露
し
た
。 

　
学
校
長
査
閲
終
了
後
、
佐
藤
秋
田
県
消

防
長
会
長
は
「
個
々
人
の
動
作
は
勿
論
、

我
々
消
防
に
大
切

な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

も
大
変
良
く
取
れ

て
お
り
、
素
晴
ら

し
い
訓
練
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
こ
で
学
ん

だ
知
識
や
技
術
は

ま
だ
ま
だ
基
本
の

段
階
で
あ
る
。
こ

の
後
、
諸
君
は
そ

れ
ぞ
れ
の
所
属
消

防
本
部
に
戻
る
こ

と
に
な
る
が
、

消
防
長
の
指
示

に
従
い
、
先
輩

職
員
の
指
導
の

下
、
教
養
訓
練

に
励
み
、
県
民

が
我
々
消
防
に

寄
せ
る
負
託
に

応
え
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
講

評
し
た
。   
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「
消
防
団
を
十
倍
楽
し
む
方
法
」 

　
私
ど
も
の
分
団
は
、
き
み
ま
ち
阪
公
園

よ
り
米
代
川
上
流
域
で
、
川
が
大
き
く
蛇

行
し
て
い
て
風
光
明
媚
な
地
域
に
位
置
し
、

三
班
で
構
成
し
て
お
り
ま
す
。 

　
二
ツ
井
町
は
米
代
川
が
阿
仁
川
、
さ
ら

に
藤
琴
川
と
合
流
し
て
お
り
、
「
洪
水
は

忘
れ
な
い
う
ち
に
や
っ
て
く
る
」
と
い
う

の
が
地
元
の
生
の
声
で
す
。 

　
昭
和
四
七
年
の
水
害
で
は
、
当
時
札
幌

在
住
で
し
た
。 

　
日
曜
日
に
先
輩
の
弁
当
を
包
ん
で
い
た

新
聞
の
見
出
し
が
、
秋
田
の
集
中
豪
雨
。

見
る
と
能
代
の
中
川
原
地
区
と
二
ツ
井
の

中
学
校
の
水
没
写
真
で
し
た
。 

　
平
成
一
九
年
の
水
害
で
は
、
昭
和
四
七

年
の
よ
う
に
堤
防
の
決
壊
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
二
ツ
井
地
区
で
は
堤
防
の
天

端
を
越
え
る
水
位
で
し
た
。
堤
防
上
に
作

ら
れ
た
特
殊
堤
の
お
か
け
で
大
惨
事
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
後
日
、
水
位
の

跡
を
見
て
み
る
と
、
堤
防
か
ら
川
側
に
手

を
伸
ば
す
と
濁
流
に
手
が
届
く
と
い
う
も

の
で
恐
ろ
し
い
状
況
で
し
た
。 

　
川
の
水
位
が
上
が
り
堤
防
の
計
画
高
水

位
を
超
え
る
と
、
内
水
の
ポ
ン
プ
排
水
も

堤
防
保
護
の
た
め
禁
止
と
な
り
ま
す
。
更

に
下
流
域
で
は
、
堤
防
よ
り
漏
水
も
あ
り
、

水
防
工
法
が
行
わ
れ
、
決
壊
防
止
に
務
め

ま
し
た
。
そ
の
後
、
堤
防
の
改
修
、
補
強

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
ど
も
の
分
団
は
無

堤
な
の
で
避
難
誘
導
や
家
財
の
搬
出
が
主

な
活
動
で
す
。 

　
や
っ
と
テ
ー
マ
の
「
消
防
団
を
十
倍
楽

し
む
方
法
」
の
番
で
す
。 

　
入
団
は
お
決
ま
り
の
父
親
の
退
団
に
伴

い
、
昭
和
五
二
年
一
一
月
で
し
た
。
幹
部

や
先
輩
か
ら
酒
を
飲
む
時
一
升
の
酒
は
余

る
が
二
升
あ
れ
ば
足
り
な
く
な
る
と
い
う

話
し
や
、
成
功
談
は
眉
唾
物
で
す
が
失
敗

談
ほ
ど
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

　
私
ど
も
の
班
で
は
、
ほ
ぼ
毎
年
訓
練
大

会
後
に
慰
安
旅
行
を
行
い
ま
す
。
金
の
な

い
時
は
、
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
の
グ
ラ

ン
ド
の
草
刈
を
し
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
い

う
時
も
あ
り
ま
し
た
。
金
に
余
裕
が
あ
れ

ば
温
泉
で
宴
会
で
す
。
宴
も
た
け
な
わ
と

な
る
と
一
番
美
形
の
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
を
ポ

ン
プ
に
見
立
て
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
出

番
で
す
。
集
ま
れ
Z
の
号
令
に
三
人
が
揃

う
ま
で
や
り
直
し
で
す
。
コ
ン
パ
ニ
オ
ン

も
面
く
ら
い
ま
す
が
、
盛
り
上
が
り
ま
す
。 

　
正
月
に
は
、
ポ
ン
プ
に
御
神
酒
を
上
げ

て
か
ら
近
く
の
太
平
山
に
無
火
災
を
祈
念

し
て
登
り
ま
す
。
秋
田
の
太
平
山
の
分
家

で
す
。
三
吉
の
大
神
は
大
男
と
い
う
こ
と

で
二
尺
位
の
キ
セ
ル
、
特
大
の
ワ
ラ
ジ
、

そ
し
て
六
貫
目
は
あ
る
と
言
わ
れ
る
石
の

杯
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
杯
は

二
升
は
入
る
の
で
す
が
、
あ
ま
り
に
重
い

の
で
一
升
の
酒
を
入
れ
、
そ
の
中
に
あ
ぶ

っ
た
ス
ル
メ
を
入
れ
て
の
骨
酒
で
す
。 

　
山
の
名
は
太
平
山
で
す
が
、
飲
む
酒
は

た
い
が
い
高
清
水
で
す
。
や
っ
と
持
ち
上

げ
て
飲
む
わ
け
で
す
が
腕
が
プ
ル
プ
ル
振

る
え
、
口
は
ひ
ょ
っ
と
こ
状
態
で
す
す
る

と
い
う
の
が
本
当
の
と
こ
ろ
で
す
。 

　
床
ま
で
降
ろ
す
の
が
ま
た
大
変
で
、
ズ

ボ
ン
の
大
切
な
付
近
に
こ
ぼ
す
の
は
当
た

り
前
。
そ
れ
で
持
ち
上
げ
た
ま
ま
隣
に
回

し
ま
す
。
三
回
位
は
回
し
ま
す
。
大
き
く

こ
ぼ
す
と
ブ
ー
イ
ン
グ
で
す
。
疲
れ
て
く

る
と
ミ
カ
ン
の
皮
で
す
く
い
飲
み
で
す
。

話
題
は
今
年
の
目
標
。
正
月
な
の
で
で
っ

か
く
ぶ
ち
上
げ
ま
す
。 

　
操
法
訓
練
や
ら
嫁
と
り
な
ど
ホ
ラ
ま
じ

り
の
一
年
の
計
で
す
。
登
り
は
三
〇
分
、

下
り
は
酔
っ
て
転
げ
落
ち
る
よ
う
に
一
〇

分
程
で
下
山
し
ま
す
。 

　
出
初
め
の
後
は
三
班
で
新
年
会
を
催
し

ま
す
。
あ
る
年
、
自
分
た
ち
の
小
繋
班
の

歌
を
作
ろ
う
か
と
、
酔
っ
払
い
三
人
が
集

ま
り
、
即
興
で
小
繋
消
防
団
班
歌
を
作
り

そ
の
場
で
披
露
し
ま
し
た
。
我
々
の
班
に

は
看
板
屋
の
照
井
部
長
が
お
り
、
詰
所
の

ふ
す
ま
４
枚
に
班
歌
三
番
ま
で
酔
っ
た
勢

い
か
二
日
酔
い
か
不
明
で
す
が
、
墨
で
な

ぐ
り
書
き
Z（
当
時
は
二
ツ
井
十
分
団
）「
す

ご
い
消
防
団
が
い
た
も
ん
だ
。
小
繋
の
消

防
団
十
分
団
。
正
月
に
太
平
山
で
酒
を
飲

む
。
六
貫
目
を
回
せ
、
底
ま
で
飲
も
う
、

あ
ん
た
が
一
番
、
私
は
飲
ん
べ
〜
。
ハ
ー

ド
ン
ド
ン
。」 

　
私
は
昨
年
団
員
に
提
案
し
ま
し
た
。
こ

の
詰
所
の
ふ
す
ま
四
枚
を
持
っ
て
「
の
ど

自
慢
」
に
出
ね
が
？
と
…
。 

　
全
国
版
で
消
防
団
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
団

員
の
確
保
に
繋
げ
れ
ば
と
思
っ
た
の
で
す

が
、
あ
え
な
く
却
下
Z 

　
今
回
の
発
表
を
契
機
に
皆
様
の
地
域
に

そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
団
の
歌
が
生
ま
れ
活
気

が
出
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

消

防

団

員 

意
見
発
表
会
(三)
 

第六回 

橋
　
　
修 

　
・
能
代
市
消
防
団

分
団
長 

　
・
勤
続
三
二
年 

　
・
自
動
車
整
備
士 

　
消
防
団
の
父
親
の
背
中
を
見
て
育
っ

た
の
で
、
父
親
の
退
団
で
当
然
の
よ
う

に
団
員
に
な
る
。 

　
仕
事
は
自
動
車
の
整
備
や
検
査
員
で
、

地
域
に
お
い
て
は
交
通
安
全
協
会
の
支

部
の
事
務
局
と
し
て
も
一
〇
年
程
努
め
、

公
民
館
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
る
。 

初
任
教
育
第
六
四
期
修
了
式 

初
任
教
育
第
六
四
期
修
了
式 
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　「
団
員
の
融
和
」 

　
私
が
団
員
に
な
っ
て
早
三
八
年
が
経
過

し
、
人
生
の
三
分
の
二
を
消
防
団
員
と
し

て
消
防
防
災
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。 

　
私
が
入
団
し
た
の
は
飯
田
川
町
消
防
団

で
、
飯
田
川
町
は
全
県
で
も
一
番
小
さ
な

町
で
、
極
端
に
言
う
と
、
車
で
走
っ
て
い

れ
ば
息
を
止
め
た
ま
ま
通
過
出
来
る
位
の

小
さ
さ
で
、
団
の
定
員
は
九
〇
人
で
し
た
。

平
成
一
七
年
に
天
王
町
、
昭
和
町
と
合
併

し
、
潟
上
市
と
な
り
、
消
防
団
も
合
併
と

同
時
に
統
合
さ
れ
、
条
例
定
数
五
〇
八
名

の
現
在
の
潟
上
市
消
防
団
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
私
が
分
団
長
を
務
め
る
潟
上
市
消
防
団

飯
田
川
支
団
第
二
分
団
は
、
地
域
の
消
防

防
災
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
昨
年
の
全
県
消

防
操
法
大
会
の
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で

第
三
位
に
入
賞
す
る
ぐ
ら
い
操
法
の
練
習

も
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
昨
年
の
全
県
大
会
出
場
は
、
我
が
分
団

に
と
っ
て
二
六
年
振
り
の
出
場
で
し
た
。 

　
合
併
前
の
飯
田
川
町
消
防
団
は
支
部
大

会
へ
の
出
場
は
分
団
持
ち
回
り
で
、
五
年

に
一
度
し
か
出
場
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
町
の
大
会
で
は
常
に
優
勝
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
五
年
に
一
回
と
い
う
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
も
長
い
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
の
中
で
一
発
勝
負
の
支
部
大
会
を
制

覇
す
る
こ
と
は
中
々
難
し
く
、
私
が
指
揮

者
を
勤
め
た
大
会
で
は
、
下
馬
評
は
断
ト

ツ
優
勝
と
言
わ
れ
て
い
た
大
会
で
も
、
練

習
の
時
に
は
一
度
も
お
こ
ら
な
か
っ
た
ト

ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
全
県
大
会
に
は
出
場

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
も
、
支

部
大
会
出
場
時
に
今
ま
で
無
か
っ
た
予
期

せ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
都
度

研
究
と
工
夫
を
こ
ら
し
、
昨
年
の
全
県
出

場
ま
で
二
六
年
の
歳
月
が
た
っ
て
い
ま
し

た
。 

　
操
法
は
消
防
団
員
の
基
本
中
の
基
本
で

す
が
、
ど
こ
の
消
防
団
に
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
操
法
の
練
習
が
団
員
減
少

の
一
つ
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
毎
日
の
練
習
に
よ
る
時
間
の
拘
束
、

家
族
の
犠
牲
。
又
、
い
い
大
人
に
な
っ
て

か
ら
、
叱
ら
れ
る
な
ど
、
選
手
に
な
っ
た

方
な
ら
思
い
当
た
る
と
こ
ろ
が
多
々
あ
る

と
思
い
ま
す
。
　 

　
し
か
し
な
が
ら
、
我
が
分
団
は
定
員
の

二
〇
名
に
は
若
干
不
足
は
あ
る
も
の
の
、

ほ
ぼ
、
定
員
に
近
い
分
団
員
数
を
維
持
し

て
お
り
ま
す
。 

　
何
故
か
？ 

　
そ
れ
は
、
練
習
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
簡
単
に
言
え
ば
、

飲
み
に
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

う
ち
の
分
団
員
が
言
っ
て
ま
し
た
、
「
操

法
は
酒
の
飲
め
る
ク
ラ
ブ
活
動
」
だ
と
。

確
か
に
年
功
序
列
の
厳
し
い
団
活
動
で
す

が
、
練
習
の
時
は
厳
し
く
、
そ
の
後
の
反

省
会
は
楽
し
く
、
和
や
か
に
。
ア
メ
と
ム

チ
を
上
手
に
使
い
分
け
、
団
員
に
い
か
に

や
る
気
を
出
さ
せ
る
か
が
分
団
幹
部
、
俺

の
手
腕
と
言
う
か
、
口
に
か
か
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。 

　
私
は
操
法
を
通
じ
て
も
う
ひ
と
つ
実
践

し
て
い
る
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
操
法

合
同
練
習
と
言
う
他
分
団
と
の
交
流
会
で

す
。
と
は
言
っ
て
も
操
法
は
ダ
シ
で
、
そ

の
後
の
飲
み
に
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
メ
イ
ン
デ

ィ
ッ
シ
ュ
だ
と
言
う
事
は
皆
さ
ん
も
お
気

付
き
の
事
と
思
い
ま
す
。 

　
分
団
幹
部
は
幹
部
会
議
な
ど
で
、
他
分

団
と
の
交
流
は
あ
る
も
の
の
、
団
員
は
な

か
な
か
無
い
も
の
で
す
。
ま
し
て
や
合
併

し
た
ば
か
り
で
は
知
ら
な
い
団
員
が
大
半

で
す
。
こ
の
交
流
会
を
通
し
て
、
団
員
の

融
和
が
は
か
ら
れ
、
操
法
技
術
の
向
上
に

も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。 

　
融
和
と
い
う
言
葉
を
辞
書
で
ひ
け
ば
、

「
融
け
て
混
じ
り
合
う
こ
と
」
又
は
「
と

け
込
ん
で
調
和
す
る
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
我
が
分
団
員
だ
け
で
は
無
く
、

本
市
消
防
団
員
と
地
域
住
民
が
「
融
和
」

出
来
る
よ
う
な
消
防
団
活
動
を
実
践
す
る

と
と
も
に
、
後
輩
団
員
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

              

　「
操
法
大
会
か
ら
得
た
も
の
」 

　
昨
年
の
一
〇
月
二
二
日
、
神
奈
川
県
横

浜
市
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
第

一
九
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
女
性
消
防
隊
の
消
防
技

術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
地
域

活
動
の
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
六
〇
年
か
ら
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

今
年
も
各
都
道
府
県
の
代
表
と
な
っ
た
女

性
消
防
隊
四
七
隊
が
参
加
し
ま
し
た
。 

能
登
谷
綾
子 

　
・
秋
田
市
消
防
団
　

団
員 

　
・
勤
続
二
年 

　
・
保
育
士 

　
積
極
的
に
活
動
す
る
彼
女
は
、
操
法

訓
練
や
応
急
手
当
普
及
員
講
習
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
普
及
啓
発
活
動
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
。 

　
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
地
域
の

安
全
と
安
心
を
守
る
、
入
団
二
年
目
の

団
員
で
す
。 

菊
地
　
栄
一 

　
・
潟
上
市
消
防
団

分
団
長 

　
・
勤
続
三
八
年 

　
・
農
業 

　
専
業
農
家
と
し
て
地
域
農
業
の
先
駆

者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
農
業
は
勿

論
、
学
校
教
育
活
動
、
地
域
防
災
活
動

に
も
尽
力
さ
れ
て
い
る
。 

　
昨
年
の
第
四
六
回
秋
田
県
消
防
操
法

大
会
で
は
、
分
団
長
を
務
め
る
飯
田
川

支
団
第
二
分
団
を
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
で
三
位
入
賞
に
導
く
。 
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こ
の
よ
う
な
大
会
に
、
入
団
一
年
目
の

私
が
出
場
す
る
な
ん
て
夢
に
も
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。 

　
私
が
小
さ
か
っ
た
頃
、
祖
父
は
地
元
の

消
防
団
員
で
し
た
。
両
親
が
共
働
き
で
あ

っ
た
私
は
、
よ
く
祖
父
と
遊
ん
で
い
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
私
に
は
と
て
も
優
し
い

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
で
し
た
が
、
い
ざ
火

災
出
動
の
連
絡
が
入
る
と
、
と
た
ん
に
厳

し
い
顔
つ
き
へ
と
変
わ
り
、
現
場
へ
向
か

っ
た
も
の
で
し
た
。
そ
ん
な
祖
父
を
見
て

育
っ
た
私
は
、
幼
い
な
が
ら
「
い
つ
か
自

分
も
消
防
団
員
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
昨
年
、
偶
然
に
も
秋
田
市
女
性
消
防
団

員
募
集
の
文
字
が
目
に
入
り
ま
し
た
。
私

は
す
ぐ
に
「
こ
れ
だ
」
と
感
じ
応
募
し
ま

し
た
。
入
団
が
決
定
し
、
辞
令
を
頂
い
た

と
き
に
、
ふ
と
今
は
亡
き
祖
父
を
思
い
出

し
ま
し
た
。 

　
入
団
し
て
す
ぐ
に
、
先
輩
団
員
か
ら
「
今

年
は
操
法
大
会
に
出
場
す
る
」
と
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。
何
の
こ
と
か
想
像
も
つ
か
な

か
っ
た
私
で
す
が
、
活
動
服
に
着
替
え
さ

せ
ら
れ
、
訓
練
場
で
鬼
の
よ
う
な
指
導
者

に
囲
ま
れ
、
震
え
上
が
っ
た
乙
女
の
気
持

ち
・
・
・
忘
れ
る
も
ん
で
す
か
！ 

　
こ
こ
だ
け
の
話
で
す
が
、
訓
練
は
と
て

も
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
一
三
名
の
仲
間

が
輪
に
な
り
、
一
糸
乱
れ
ぬ
行
動
が
出
来

る
ま
で
何
度
も
何
度
も
練
り
返
し
訓
練
で

す
。
ま
る
で
運
動
部
の
合
宿
の
よ
う
で
し

た
。
し
か
し
、
普
通
の
主
婦
で
あ
り
、
普

通
の
会
社
員
で
あ
っ
た
私
が
、
仲
間
と
訓

練
を
続
け
て
い
く
中
で
、
大
き
な
変
化
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
秋
田
市
女
性
消

防
団
員
」
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
始
め
た

時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
雨
の
日
も
、
風
の
日
も
、
訓
練
の
繰
り

返
し
で
す
。
身
体
的
に
も
か
な
り
き
つ
か

っ
た
時
期
で
し
た
が
、
隊
員
同
士
で
声
を

掛
け
合
い
、
励
ま
し
合
う
こ
と
で
、
一
三

名
の
隊
員
の
心
は
一
つ
に
な
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。 

　
い
よ
い
よ
大
会
で
す
。
出
場
隊
の
構
成

は
、
指
揮
者
一
名
と
操
水
員
一
番
員
か
ら

四
番
員
ま
で
の
合
計
五
名
で
す
。
軽
可
搬

ポ
ン
プ
の
吸
水
操
作
か
ら
始
ま
り
、
ホ
ー

ス
延
長
、
そ
し
て
放
水
し
標
的
を
落
下
さ

せ
る
ま
で
の
時
間
と
操
作
や
規
律
の
正
確

さ
が
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
私
た
ち
「
秋
田
市
女
性
消
防
隊
」
の
実

施
順
は
一
六
番
で
し
た
。 

　
三
，
〇
〇
〇
人
を
越
え
る
大
観
衆
の
中

で
、
今
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
訓
練
の
成

果
を
発
揮
す
る
時
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
私
は
、
待
機
線
を
目
の
前
に
し
た
瞬
間
、

緊
張
で
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
場
を
見
渡
す
と
、
見
覚
え
の

あ
る
顔
が
た
く
さ
ん
目
に
飛
び
込
み
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
応
援
に

駆
け
つ
け
て
き
て
く
れ
た
、
団
長
、
そ
し

て
団
幹
部
の
方
々
で
し
た
。
「
が
ん
ば
れ

よ
〜
」
あ
た
た
か
い
声
援
に
安
心
し
た
私

は
緊
張
も
徐
々
に
薄
れ
、
今
ま
で
で
一
番

の
操
法
が
で
き
る
よ
う
に
集
中
し
ま
し
た
。 

　「
操
作
〜
始
め
」 

　
指
揮
者
の
号
令
を
皮
切
り
に
秋
田
市
女

性
消
防
隊
の
操
法
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
私
は
補
充
員
で
す
の
で
、
訓
練
時
も

そ
う
し
て
き
た
よ
う
に
、
選
手
た
ち
の
動

き
を
、
い
つ
も
の
場
所
で
祈
る
気
持
ち
で

見
守
り
ま
し
た
。 

　
突
然
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
私
達
を
襲
い
、

一
七
位
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。

泣
い
て
も
笑
っ
て
も
勝
負
は
一
回
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
が
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
が
私

達
の
ベ
ス
ト
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
結
果
に
は
満
足
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
後

悔
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に

も
臨
機
応
変
に
対
応
出
来
た
こ
と
が
収
穫

で
あ
っ
た
・
・
・
そ
う
思
い
ま
す
。
大
き

な
舞
台
で
、
秋
田
市
女
性
消
防
隊
の
団
結

力
を
、
そ
し
て
今
ま
で
で
一
番
の
操
法
を

し
て
き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
、
私
の
中
で
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
年

で
し
た
。
す
ば
ら
し
い
仲
間
に
出
会
い
、

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
操
法
大
会
か
ら
得
た
も
の
・
・
・
そ
れ

は
大
き
な
大
き
な
「
自
信
」
で
す
。
消
防

団
員
二
年
生
の
私
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
家
族
の
た

め
、
地
域
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。 
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＝ 

速

報

値 

＝ 

　
平
成
二
二
年
八
月
二
五
日
、
羽
後
町
・

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
・
当
支
部
主
催

に
よ
る
平
成
二
二
年
度
湯
沢
市
雄
勝
郡
総

合
防
災
訓
練
が
関
係
協
力
機
関
一
三
団
体
、

総
勢
三
百
名
参
加
の
も
と
羽
後
町
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
震
度
六
強
直
下
型
地
震
発
生
、
直
後
に

火
災
等
の
災
害
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で

訓
練
が
始
ま
り
、
秋
田
県
立
羽
後
高
等
学

校
を
会
場
に
学
校
火
災
を
想
定
と
し
た
生

徒
に
よ
る
避
難
、
消
防
署
・
地
元
消
防
団

に
よ
る
火
災
防
御
訓
練
を
皮
切
り
に
五
会

場
、
第
六
想
定
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
三
想
定
で
は
、
地
元
住
民
・
自
主
防

災
組
織
・
消
防
団
員
を
参
加
主
体
と
し
た

街
区
火
災
が
想
定
さ
れ
、
常
備
消
防
が
駆

け
付
け
る
ま
で
の
初
期
活
動
と
し
て
最
も

重
要
な
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や
応
急
手
当
・
簡

易
搬
送
訓
練
が
お
こ
な
わ
れ
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
に
は
、
住
宅
密
集
地
に
お
け
る
初

期
活
動
の
重
要
性
に
つ
い

て
身
を
持
っ
て
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
最
終
第
六
想

定
で
は
、羽
後
町
役
場
を

会
場
と
し
た
総
合
訓
練

を
実
施
。
役
場
庁
舎
内

で
発
生
し
た
火
災
に
伴

う
職
員
の
避
難
、
来
客

者
の
避
難
誘
導
、
消
防

署
各
隊
に
お
け
る
火
災

防
御
、
秋
田
県
消
防
防

災
航
空
隊
・
消
防
署
救

助
隊
に
よ
る
逃
げ
遅
れ

者
の
救
助
・
救
出
訓
練

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
心
配
さ
れ
た
天
候
も

観
閲
・
閉
会
式
時
に
多

少
の
雨
が
降
っ
た
も
の

の
大
事
に
は
至
ら
ず
、

予
定
通
り
進
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
最
後
に
金
子
支
部
長
が
訓
練
参
加
者
に

対
し
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
無
し
で
は
な
い

が
、
訓
練
こ
そ
が
最
大
の
防
御
。
災
害
時

に
対
し
て
の
一
層
の
備
え
を
怠
ら
な
い
よ

う
お
願
い
し
た
い
。
」
と
呼
び
か
け
を
し

ま
し
た
。 

　〔
情
報
提
供
＝
湯
沢
市
雄
勝
郡
支
部
〕 

 
第４想定　（山林火災を想定した）消防 
　　　　　団員による放水訓練 

第２想定　倒壊家屋からの救助訓練 

第６想定　消防防災航空隊による（逃げ 
　　　　　 遅れ者の）つり上げ救助訓練 

第３想定　地元住民によるバケツリレー 

大
潟
村
消
防
団
　
全
国
大
会
出
場 

大
潟
村
消
防
団
　
全
国
大
会
出
場 

大
潟
村
消
防
団
　
全
国
大
会
出
場 
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